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１．問題

　近年、少子高齢化や核家族化、都市化などにより、青年

が子どもと関わる機会が減少している。大家族で子どもの

人数が多い時代には、幼少期から周囲に子どもがいるのが

当たり前で、子守りなど小さい子どもの面倒を見るのが日

常的に行われていた。すなわち子どもの時から乳幼児に関

する知識や技能を自然と獲得した後に、親として子育てを

する時代であった。しかし核家族化、少子化の中で、乳幼

児の世話をしたことがない者が親になるということも珍し

いことではなくなった（澤田ら2013）。

　これらの社会変容の中で、家庭内や地域内で子育てを支

え合う環境が崩れ、児童虐待や育児不安など、様々な問題

も深刻化している。児童虐待について、平成23年度の児童

相談所の児童虐待の相談対応件数は59919件（厚生労働省、

平成23年度）であり、年々増加傾向にある。さらに虐待者

の内訳は実母が59.2％、実父が27.2％であり、実母が自分

の子どもに対して虐待をしてしまう割合が最も高いという

深刻な事態である。

　虐待が起こる要因としては育児不安やストレス、核家族

化や地域からの孤立により相談できる人がいないなどが指

摘されている。その育児不安については、牧野（1982）

が育児不安を「子どもの現状や将来、或いは育児のやり方

や結果に対する漠然とした恐れを含む情緒の状態また無力

感や疲労感、或いは育児意欲の低下などの生理現象を伴っ

てある期間持続している情緒の状態、或いは態度を意味す

る」と最初に定義して以来、様々な研究がなされている。

　育児不安に影響を及ぼす要因として、子どもの行動への

ストレス、育児観、育児ソーシャルサポート、セルフエフィ

カシ―が挙げられ、その中でも特に、育児ストレッサ―に

よる影響が大きいとされている。このことは「育児ストレ

スを過程としてとらえ、母親を煩わせる子どもの行動や態

度を育児ストレッサ―、それによって引き起こされる母親

のストレス反応を育児不安とする」と定義した手島ら

（2003）の知見と一致するものであり、子どもの行動に

どう対処してよいかわからないという戸惑いが母親として

の不安や適性のなさでの自信喪失へとつながるのではない

か（渡辺ら、2005）との指摘もある。

　加えて地域間のコミュニティーの希薄化など、青年は子

どもや子育ての様子を見聞きする機会が少なくなっている

と考えられ、もはや乳幼児の世話をしたことがない者が親

になることが当たり前という状況になるのではと危惧され

る。このような社会環境の中で、将来、父親・母親になり、

子どもを育てる可能性のある青年は、現在、子どもや子育

てをどのように捉えているのであろうか。

　大学生における子どものイメージについては、子どもと

の接触体験が少ないほど子どもの行動特性からくるイメー

ジは否定的である（野村ら、2007）と指摘されている。

家庭科の保育学習において、対児感情の良好な群は、過去

に子どもとの接触経験が多く、子どもと触れあった体験も

多いこと、また看護学においても、母性看護実習を経験す

ることにより、児に対する回避感情は低下する（土居ら

1993）することがいわれている。これらのように、子ど

もへのイメージは、子どもとの接触体験と関連させて論じ

る研究が多い。

　一方で、大学生がもつ子育てのイメージについては、多

くの学生は、育児は「楽しい」や「子どもの成長がみられ
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る」というプラスイメージを持っている反面、「育児は大変」

や「育児ノイローゼになる」というマイナスイメージも持っ

ており、育児にアンビバレントなイメージを持っている（石

松ら、2004）という。

　学生にとって、子育てはまだ、体験したことのない行為

であり、情報から得たイメージばかりが先行し、プラスイメー

ジとマイナスイメージとをバランスよくもっているという

ことではないと予想される。

　子育てのイメージに関する研究では、父親・母親の表情

や子どもとのふれあい場面、子どもの笑顔を直接見ること

は子育ての否定的な感情を減少させる（今村ら、2011）な

どといった報告がなされている。これらのように、子育て

のイメージに関する調査についても、子どもと実際に触れ

合うことのできる交流体験や子育て経験者から子育ての体

験談を聞くなど、体験的な活動をすることが関係している

という報告が多い。以上のように、子どもや子育てのイメー

ジ形成には子どもとの実際の関わりが重要とされているが、

体験は受け入れ側の状況等にも大きく左右されることが予

想され、どのくらい体験をしたか、しないかということだ

けなく、どのような体験をしたか、またそれを補う学習が

どのようになされたのか、体験の内容を明らかにする必要

がある。

２．目的

　本研究では、子どもと子育てのイメージ形成に関わる要

因を明らかにすることを目的とする。子どもや子育てのイメー

ジに関する研究の対象となるのは、子どもについて学ぶ機

会が多いと考えられる保育学科や看護学科の学生が多いが、

関心も高く経験の上でも他の学科よりも子どもとのかかわ

りが多いと思われる。そこで今回は対象をこれらの学科に

特定せずに行うこととする。

　将来、子育てを担う可能性のある大学生を対象に、子ど

もや子育てのイメージには子どもと関わることが大切であ

るとされるが、関連があるのか、あるとしたらどのような

内容が関連するのかを検討する。また子育てをする際のた

がいに支え合う環境づくりへの示唆を得るために、子ども

に対するイメージと友人関係に関連がみられるかどうかも

検討する。

3．方法

　総合大学の学生463名に調査の趣旨、目的等を説明し、同

意をえられた者に質問紙を配布し、協力を得た。

　質問紙は自記入式で、個人が特定されないよう配慮して

回収にあたった。また質問内容は予備調査のインタビュー

結果と先行研究をもとに質問項目を作成した。具体的には、

基本的属性、子ども時代の遊び相手、保育体験の状況、現

在の友人関係、家庭科保育学習の内容、対児感情尺度（花沢）、

自由記述等を含む全77項目からなる。

その結果得られた回答のうち有効回答数は405、有効回答率

87.5％だった。

　調査期間は2012年７月中旬から2013年10月に実施し、分

析はSPSS を用いて統計処理を行った

４．結果

（１）対象者の属性

　有効回答を示した405名の結果を分析した。

　対象者の学年と性別、家族形態を以下の図に示した。

図１　対象者の学年

図２　対象者の性別

図１より、対象者は1年生から4年生まですべての学年を含み、

2年生が45％、4年生が20％だった。また図２より男性が57

％、女性が43％であった。

また現在一人暮らしをしているのは50％を占めていたが、

図3にみるように、入学前の家族形態は、核家族が75％と最

も多くを占めていた。
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図３　対象者の入学前の家族形態

（２）子どもと関わる機会の状況

１）乳幼児と関わる機会

　現在の日常生活の中で、乳幼児と関わる機会があるかど

うかを尋ねたところ、「ある」と答えたのは29％と少なく、

71％の学生が「ない」という状況だった。

２）小学生と関わる機会

　同様に、現在の日常生活の中で小学生と関わる機会をた

ずねたところ、「ある」と答えたのは41％となり、乳幼児と

関わる機会に比較すると多いものの、全体の半分以下にと

どまった。

３）どのような場面で子どもに関わるのか

　「子どもとかかわるのはどのような場面か」に対しては、

ボランティアや子ども会サークル等で定期的に関わる場面

があるとの回答したのは、乳幼児と関わる場合で3％、小学

生と関わる場合で14％と非常に少なかった。いずれも飲食

店やスーパー等のアルバイト先で関わることが半数を占め

ており、定期的に特定の子どもとの人間関係を経験してい

ることは期待できない結果となった。

（３）家庭科での保育学習の状況

１）保育分野の内容への興味

図４　保育分野に対する関心の有無

　保育分野の内容への興味の有無を尋ねたところ、「とても

関心がある」は12％、「関心がある」は44％となり、あわ

せると半数を占め、概ね関心をもっていた。しかしその学

習内容について、高校家庭科の教科書を参考に、保育分野

を10項目に分け、覚えている題材をたずねたところ、項目

数3個、項目数5個覚えているという人が多く、6個以上覚え

ている人数は急激に少なかった。さらに10項目すべて覚え

ているのは9％とわずかで、全体として覚えている項目は少

ないことが示唆された。

２）保育学習で子どもと関わる楽しさ

　「授業や職業体験で子どもと関わる機会があった」と回

答した者に「その活動は楽しかったですか？」と質問した

ところ、「とてもそう思う」が85名、「そう思う」が62名、「あ

まりそう思わない」が10名、「全くそう思わない」が3名であっ

た。子どもと関わる活動の楽しさの状況を図5に示す。「と

てもそう思う」と「そう思う」の合計が76％と非常に高く、

実際に子どもを見たり関わったりした学生の多くは、その

活動を楽しいと感じているという結果となった。

図5　保育学習で子どもと関わる活動の楽しさ

（４）大学生が抱く子どもイメージの特徴

１）子どもへの好意

　対象者に「子どもは好きですか？」と質問したところ、「好

き」「どちらかといえば好き」を合わせると79％の回答が

あり、子どもを好きだという人が多い結果となった。

２）子どもに対する感情

　子どもに対する感情について、本研究では花沢の対児感

情尺度を用いて検討した。接近感情を「あたたかい」「う

れしい」などを含む14項目の肯定的側面から、また回避感

情を「たいへんな」「おそろしい」などを含む14項目の否

定的側面から測定した。

　大学生が抱く子どもに対する感情をたずねたところ上位

項目のうち、12 項目は接近感情を占め、対象者は概ね子ど

もへのイメージは「肯定的である」となった（表1）。

全くそう思わない；９％
無回答；２％

とてもそう思う；１２％

あまりそう思わない；３３％

そう思う；４４％
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表１　子どもに対する感情

＊網掛けは接近感情項目、それ以外は回避感情項目

（５）子どもとの関わりで印象に残る場面

　子どもと関わる中で１番印象に残っている場面を自由記

述でたずねた。310の自由記述回答が得られ、えられたその

内容をＫＪ法で分類したところ、次の６グループ「子ども

から学生への働きかけ」「子どもの様子」「子どもと一緒

に遊んだこと」「子どものイメージ」「学生から子どもへ

の働きかけ」「その他」に分けられた。

　「子どもと一緒に遊んだこと」と「子どもから学生への働

きかけ」が多く、子どもと時間を共有し、子どもからの何ら

かの働きかけが印象深いとする人が多かった。一方で、学生

から子どもへの働きかけは4％と少なく、学生自身が子ども

に関わることに対して印象に残りにくいことがうかがわれた。

したがって学生に対して、子どもから働きかけられるような

機会を意図的につくっていくことの必要性が示唆された。

（６）対児感情における検討

１）接近感情得点と回避感情得点の結果

　対児感情（接近感情得点、回避感情得点）については以

下の結果となった。

　接近感情14項目、回避感情14項目について、5件法で回

答を求めた。「とても当てはまる」を４点、「当てはまる」

を３点、「当てはまらない」を１点、「全く当てはまらない」

を０点、「わからない」を２点として、それぞれの合計得点

を算出した。

　接近感情得点の平均点は39.38点、回避感情得点の平均点

は20.05点だった。平均点をもとに高群、中群、低群に分類

し、他の様々な質問項目との間に関連が認められるかどう

か比較した。

表2　接近感情得点と回避感情得点の分類

　性別による比較では女性は接近感情得点において高群が

多く１％水準で有意差が認められた。女性の方が子どもを

肯定的に捉える人が有意に多かった。

２）過去の遊び相手による比較

　「父と遊んでいたか」と接近感情得点群の関連において、

５％水準で有意であった。子どもの頃、父と遊んでいた人

は低群が少なく遊んでいなかった人は低群が多かった。

　「母と遊んでいたか」と接近感情得点群の関連において、

１％水準で有意となった。子ども頃、母と遊んでいた人は

低群が少なく高群が多い。遊んでいなかった人は低群が多

く高群が少なかった。

　「祖父と遊んでいたか」と接近感情得点群の関連において、

５％水準で有意だった。子どもの頃、祖父と遊んでいた人

は接近感情得点が高く、遊んでいなかった人は接近感情得

点が低い人が多かった。

　父・母・祖父と遊んでいた人は子どもへの接近感情得点

の低群が少なかった。身近な存在である保護者との遊びは

有意義なものだと考えられる。子どもの頃楽しかった保護

者との遊びは、想起することで子どもが喜ぶ方法や関わり

方が分かり、同じように子どもと接することにつながるこ

とが推察される。

ほほえましい

かわいらしい

あかるい

わがままな

たのしい

たいせつな

やわらかい

おもしろい

しあわせな

たいへんな

あたたかい

うれしい

すてきな

すばらしい

めんどうくさい

うっとうしい

きれいな

うつくしい

じれったい

おそろしい

こわい

きたない

じゃまな

にくらしい

うらめしい

きらいな

かなしい

きびしい

390

382

378

372

359

353

344 

331

330

323

299

270

246

221

162

142

141

134

134

88

70

69

56

54

39

30

24

22

11

14

17

26

36

40

41

63

52

61

70

96

124

141

225

237

225

234

236

284

295

303

313

314

311

332

337

349

4

9

10

7

10

12

20

11

23

21

36

39

35

43

18

26

39

37

35

33

40

33

36

37

55

43

44

34

あてはまる あてはまらない わからない

接近感情得点

回避感情得点

～30 31～48 49～

～11 12～28 29～

低　群 中　群 高　群
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図6　近所年下の子と遊んだ経験と回避感情得点の関係

　また図6 に示すように、「近所の年下の子」と遊んだ経

験と回避感情得点との間で、５％水準で有意であった。近

所の年下の子どもと遊んだ対象者は、回避感情の低群が多

かった。

　年下の子どもと遊ぶことによって、年上の自覚をもち、

年上としてふるまう経験をしたことが考えられる。年下の

子どもの特性を把握し、自分が年上として受容することによっ

て否定的感情が軽減することにつながることが推察された。

３）保育体験の楽しさによる比較

　保育体験で「子どもと関わるのが楽しかったか」どうか

と接近感情得点との関連性、さらに回避感情得点との関連

性はともに１％水準で有意であった。「楽しかった」人は子

どもへの接近感情の低群が少なく、回避感情の高群が少な

いことが明らかになった。

　保育体験で子どもと楽しいと思える何らかの関わり合い

ができ、子どもと有意義な時間を過ごせたこと、子どもの

無邪気さ、かわいさなどに触れたことで、子どもに対して

良好なイメージを形成したのではないか。

図７　保育体験の楽しさと接近感情得点の関係

（７）友人関係形成と子どもイメージとの関連性

　「友人と思える人がいますか？」の質問に、「いる」と答

えた人は95％、「いない」と答えた人は2％だった。

　接近感情得点と友人の有無による関連性において5％水準

で有意であった。友人がいる人は回避感情の低群が多く、

高群が少ないこと、わからない人は高群が多かった。友人

関係形成において積極的な対象者は、子どもに対する否定

的なイメージは少ないことが明らかになった。

図８　友人関係のとらえ方と接近感情得点との関係

　友人関係の捉え方で比較したところ、接近感情得点では「相

談し合う」、「互いに心を許すことができる」「互いに理解

している」「互いに高め合う」、「気持ちが通じ合う」「互

いに関心をもっている」「励まし合うことができる」を含

めた計７項目で有意差が認められた。

　「楽しい」は有意差が認められなかった。たとえば「相

談し合う」においては、高群が多く、低群が少なかった。

回避感情得点は「励まし合うことができる」との関連では

１％水準で有意であった。「励まし合うことができる」人は

高群が少なかった。

　友人と互いに心を開き支え合う、内面的な深い関わり方

をしている人、つまり良好な友人関係を形成している人は、

子どもに対して肯定的なイメージを強く持つという結果と

なった。

５．考察

（１）子どもや子育てのイメージ形成につながる多様な要因

　大学生における子どものイメージについては、子どもと

の接触体験が少ないほど子どもの行動特性からくるイメー

ジは否定的になる（野村他、2007）こと、同様に、対児感

情の良好な群は、過去に子どもとの接触経験が多く、子ど

もとの触れあい体験も多いと指摘されるように、先行研究

では子どもとの接触経験が子どもイメージに影響を及ぼす

とされているものが多く報告されている。

　大学生の子どもイメージとしては、接近感情項目などの

結果からも、大学生は子どもに対して概ね良いイメージをもっ

ているといえるということがうかがわれた。

　一方、子育てイメージに関しては、ポジティブなイメー

ジもネガティブなイメージも幅広くイメージしていること

が示された。子どもに対するイメージと子育てに対するイメー

ジそれぞれについて、形成する要因について検討したところ、

対児感情の良好な群は過去に子どもとの接触が多く、ふれ

あい体験も多いとされているので、現在子どもと関わって

いる頻度も対児感情に影響を及ぼすのではないかと推測さ
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れたが、今回の調査では子どもと関わる頻度と子どもイメー

ジや子育てイメージに関連はほとんど見られないというこ

とが明らかになった。これより、現在子どもと関わる頻度

よりも、どのくらいの時間関わっているか、子どもと関わ

る具体的な内容によって影響を受けるのではないかと考えた。

大学生が現在子どもと関わりを持っているかと子どもに対

する接近感情、回避感情とは、ほとんど関連性が見られなかっ

た。大学生は子どもと関わる機会がない人が多く、大学生

になる前の段階で子どもに対するイメージはある程度形成

されている人が多いということが分かった。また大学生になっ

てから子どもと関わりを持ったとしても、定期的な関わり

は少なく、その関わりによっての大きな関連性が見られる

ことはないということが推察された。

　子どもイメージの接近感情、子育てイメージのポジティ

ブ感情の両方において、男性よりも女性の方が高い値を示

していた。女性は母性本能があるといわれているだけでは

なく女性にとって子育ては将来自分も経験するという認識

があり、子どもと関わる機会や、乳幼児とその保護者との

関わりを見るだけでも自分の子どもを持つということとリ

ンクさせて捉えている人もいるのではないかと考えられる。

また、女性は男性よりも子どもが好きという人が多く、子

どもと関わり子どもが好きになる過程で、子育てに関する

ポジティブなイメージも育っていったと推察する。子ども

イメージの接近感情得点、子育てイメージのポジティブ因

子の両方において、子どもが好きという人は得点が高かっ

たことから、子どもへの好意は子どもや子育てイメージを

形成することに関連することがうかがわれた。

　さらに、子どもの頃の遊び相手、特に身近な家族と遊ん

だ経験や、近所の異年齢の子どもと遊んだ経験は、対児感

情に関連し、楽しかった遊びや、異年齢との間での年上の

振る舞いが有意義な体験となり、子どもイメージの形成に

つながることも示唆された。

（２）友人関係は子どもイメージの形成に関連する

　友人の有無と子どもへの接近感情得点、回避感情得点の

関連を検討したところ、回避感情において有意だった。回

避感情得点が高いということは子どもに対して否定的なイメー

ジが強いということである。友人関係の有無が子どもに対

して否定的なイメージにも影響を及ぼしているのではない

かと推察される。

　また友人とどのような関係だと思っているかという質問

に対して、「相談し合う」「互いに心を許すことができる」

「互いに理解している」「互いに高め合う」「気持ち通じ

合う」「互いに関心をもっている」「励まし合うことがで

きる」の項目において当てはまると思っている人は子ども

に対する接近感情得点が高い人が多いという結果になった。

友人に対して、心を開いた付き合い方や深い付き合い方を

している傾向がある人は、子どもに対する接近感情が高く、

子どものイメージ形成も良好である。子どもにも友人に対

しても良好な関係形成できることが伺える。

（３）楽しかった保育学習経験によって良好になる子ども

や子育てのイメージ

　家庭科保育分野の学習や職業体験で子どもと関わる機会

の有無と子どもや子育てイメージの関連性について、子ど

もと関わる機会があったという人の方が、子育てイメージ

がポジティブであるとの指摘されている。本研究では、保

育学習や職業体験で子どもと関わる機会があったという人

を対象に、その体験の楽しさについて質問したところ、楽

しかったと家庭科で子どもと関わる機会を楽しいと思える

ことは子どもや子育てイメージに良い影響を与えることが

示唆された。保育体験の有無ではなく、有意義で楽しかっ

たということが重要である。

　中学校技術・家庭科の学習指導要領には、Ａ（３）－ウ「幼

児と触れ合う活動などの直接的な体験を通して、幼児への

関心を深め、かかわり方を工夫できること」とある。保育

分野の授業で実体験として子どもとの関わりをもたせるこ

とが、子どもを肯定的に捉えさせるようにする上で有効で

あるため、教員は生徒に楽しいと思わせるための支援をし

ていく必要があるといえる。学習指導要領にも、幼稚園や

保育所等の幼児との触れ合いが効果的に実践できるように

工夫するとともに、事前の打ち合わせを十分行い、幼児及

び生徒の安全に配慮することが大切であるとあった。野村

ら（2007）の研究では，子どもとの接触体験やきょうだい

数が多いほど肯定的な子どもイメージをもってはいるものの，

子どもとの接触体験は子どもの世話には至っていないこと，

接触体験の多さは子どもへの関心とは関連がなく，むしろ

苦手意識をもたせる結果になっていたことなどを示している。

つまり子どもとの浅い接触体験は、それがいくら多くなっ

ても子どもへの関心を高めるどころか、逆効果になる可能

性があるというのである。このことは、母親準備性や養護

性の育成を考える際に、単に子どもとの接触という「体験」

だけを問題にしても有効でないこと、つまり接触体験の「質」

を問わなければいけないことを示している（澤田ほか、2013）。

よって授業では、幼児と関わる機会を持たせるだけではなく、

授業を受ける生徒にとって有意義で楽しい活動となること



－15－

大学生が持つ子ども・子育てのイメージ形成に与える影響

が大切であることが推察された。

　さらに、子育てイメージを形成するにあたって、世話を

される子どもの姿や世話をする母親の様子を間近で見るだ

けでなく，実際に子どもたちと関わり，学生たちにとって

自分たちの先輩である母親から話を聞くことで子どもや子

育て，ひいてはその前に経験する結婚のことを自分に引き

つけてより現実的に考える機会となるといえる（澤田ほか、

2013）という報告もあることから、子どもや子育てイメー

ジを形成していく上で、子どもと関わるだけでなく、子育

て中の母親から実体験を聞いてイメージを膨らませること

等も重要性が示唆された。

６．まとめ

　本研究から子どもイメージについて、「保育で子どもと

関わる機会の楽しさの有無」「子どもへの好意」「子ども

の頃の遊び相手」、が関連していた。保育学習は子どもや

子育てに興味を与えられる機会であり、保育体験学習にお

いては単に子どもと関わるだけでなく、その活動を有意義

なものにすることで子どもイメージが良好となることが示

唆された。また大学生の子どもに対するイメージと友人関

係形成には関連があり、友人と相談しあうなど良好な関係

を築いている人の多くは子どもに対して肯定的なイメージ

を抱いており、今後、子育ての対象者の友人関係形成にも

着目していくことの重要性がうかがわれた。
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